
平成2/ 年2 月 ／ 午 日

特 定 井 営 利 活 莉 法 人 在 宅 枇 労 支 楼寒 菜 団

釦
［氏 名 ：I ・ 竹 下 、母 負

［ 住 所 〗 恭 オゞ 市 掘 恥T ＼目 苓づ2

呻印 ・ 自 宅0 9 6 - S37 - IO3も ， 携 帯0to - C 匁3 _ J {}ふ

胃 以 下 の 疇1 こ は 当 t- る と こ る に'o を 付 け て 下 さ い ．

① 沢方 は在 宅 炊 労 文 恨 ＊ 巣 団 を 何で お 知 り1こ な り ま し た か ？

(l) 求 人岬l (b) 紐 ＠ チ ラ シ (d) 知 人 よ り 柘 介 （ ~ ) 行 政紐

② 長 方 の 在 宅 粘 労 を 希 望 さ れ て い る 溌 由Ii ?
(F) モ の 他

（ 鼠 ） 陳 吝 を 持 つ て い る 、 ま た は 家族I噂沼 名 が い る 為 ． （b) 生 港l紅9 を 受 枯 し て い る 為

(o) 心 身 隈 名 の 子 供 が い る 為 、 外 で 粘 く こ と が 困 難 (d) 小 さ い 子 供 が い て 煎 用 し て 頂 け な い

( g) 自 宅 で 介 代 が 必 要fょ為 、 外疇 く 事 が 困 問 （ り 会 社 祖1 度 （ リ ス ト ラ ） でtt~を 失 っ た 為

® 恢 方 は 在 宅 で の お 仕布 の 純 隙 は あ り 奸か9?

( 1.) 布 る ◎ 無 い ＇

④ 沢 方 の1 ヶ 月 の 杓 望 収 入 ＇ほ ど の く ら い 吋 か ？

99月 収9---' ← ， 万 円 位

⑤ 仕事 を 始 め ら れ た 摂 合 、1 日 何 峠 間 租 度 の 作 祟 が 行 え ま す か ？

( i) 2 咄疇(b) 2 咄～ 遣｀》旦正叩(d) i 8 咄～ 心
． ＼．® 長 方 は現在 、 他 の 仕本を し て い 虫tか ？

( 11.. ） は い ⑤ ぃ い え

⑦ 即も の旅入 ， 煎 出l訂豆 ：：4 自 身 で し て 頂 き 文 わ が 末 間 は お 博ら で わ が ？

( ...) 所 ＊ （立円 ： ） ⑤）m し

® 責 方 の こ＇ 自 宅 に 小 さ な お 子 様I'± い ら っ し ゃ い ま す か ？

(l) は い--―土 ⑳ い い え

(ID 責 方 は ご 自 宅 内 で ベ ッ ト を 訊 っ て い ま す か ？
/--

はい （b)~ 訊 ヽ え

訳 の 希 望 慄慄l切
＼ ．

？？ シ．配 布 （0) 軽 i乍 燕 （

こ
⑲ l士 い ('b) い い え ・ 紺代 の ， 合 （

～

． 要

在 宅就労 支扱亭莱団 記入棉

臣 訳沖M 堕 公 ～ 時 分 ｀

面 荻担 当 者


